
福

島

県

教

育

委

員

会

福
島
県
餐
見
の

埋

蔵
文

化
財
図
録

福

島

県

文

化

財

調

査

報

告

書

第
一

集

二
十
葉





第
三
図
版

陵
起
文
が
口
緑
部
に
上
っ
て
縮
少
さ
れ 、
左
右
二
箇
把
手
が
あ
る°
底
部
に
綱
代

客
を
印
し
て
い
る0
高
さ
f

- }

五
ヤ
ン
チ
o

（
教
育
委
員
会
蔽）

2、
後

注
口
土
器
（
注
口
部
が
か
け
て
い
る
）
網
文
が
な
く 、

新
地
式
に
み
ら
れ
る
瘤
状

突
起
と 、
そ
れ
を
か
こ
む
沈
線
が
帯
状
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る0
高
さ
二
0
•

五
セ

一
ぞナo
（
杉
田
村
郷
土
研
究
会
所
蔵）

み

箋
晩

期

土

器

相
馬
郡
駒
ヶ
嶺
村＝＝
貰
地
貝
塚

左
は 、
透
ー
彫
の
あ
る
台
付
土
器 、．
右
は
注
口
土
器
で、
大
洞
式
（
亀
ケ
岡
式
土

ふ

器)
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る。

4、
石，

左
は
環
状

石
斧
〇
環

石）
〖
U-
四
•

五
セ
ン
チ°
信
夫
郡
水
原
村
丹
野
福
之
助
保

管°
右
上
は 、
緑
麻

石
で
双
葉
郡
幾
世
橋
村
百
間
沢

0

上
中
は
土
製
品
の
紡
錘
車 、

一
石
城
郡
勿
来
町
郡
出
土0
右
下
は
片
匁

石
斧 、

石
城
郡
草
野
村
神
谷
出
土0
右
下
中

は
ア
メ
リ
カ
式

石
鏃
の
名
で
呼
ば
れ
る
も
の
、

白
河
市
天
王
山
遺
跡
発
見。
こ
れ
ら

の
石
器
は
多
く

織
文
式
文
化
の
末
又
は
弥
生
式
文
化
に
伴
う。
（
委
員
会
所
蔵）

4 、
中

期 期

員
会
保
管o)

土

第
二

図
版

遺
器

ー 、
中

期

土

器

同
境
の
岡
遺
跡

ー
図
の
最
遠
方
に
あ
る
竪
穴
で 、
崖
径
約
六
メ
ー
ト
ル
五
0
ほ
ぼ
田
形
を

な
す。

中
央
に
径
一
メ
ー
ト
ル
内
外
に
約
六
0
セ
ン
チ
掘
凹
め
た
国
形
の
炉
と 、
六
箇
の
柱

穴
及
び
二
箇
の
完
形
の
か
め
型
土
器、
磨
製

石
斧、
凹

石
が
発
見
さ
れ
た
。

』

3‘
煽
と
火
っ
ぽ

東
北
本
線
松
川
駅
東
方
六
キ
ロ
、

奥
弱
山
脈
の
余
波
が
東
北
に
舌
状
に
の
び
た
台

地
数
箇
所
に
先
史
遺
蹄
が
あ
り 、

昭
和
二
十
六
年
五
月
発
見
さ
れ
た。
写
真
向
つ
て

右
は
中
期
の
土
器
を

埋
め 、
周
囲
を

石
で
囲
ん
だ
火
つ
ぼ
で
あ
5°
左
は

石
か
こ
み

虞
で 、
ほ
ぼ
矩
形
を
な
し、

ニク
は
た
き
口
と
し
て

石
が
な
い
0

火
っ
ぽ
の
間
は

一
枚

石
で
区
切
つ
て
い
る
。

こ
の
炉
と
火
つ
ぼ
に
よ
っ
て
当
時
の
生
活
様
式
が
う
か

が
わ
れ
る
好
資
料
で
あ
る
0

上
方
隅
に
あ
る
穴
は
柱
穴
で
あ
る
が 、
竪
穴
の
形
は
確

土

器

第一
図
の
2
の
竪
穴
よ
り

発
見 、
高
さ
六
0
セ
ン
チ 、
底
部
に
穴
あ
り。

大
学
渡
辺
功
復
原 、
保
管
鮫
川
村）

纏
文
土
器
及
び
石
器

1こ
遺

跡

東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
援
の
岡
逍
跡

饗
町
の
東
方
阿
武

曇

詈
中
央 、
海
抜
五
0
0
メ
ー
ト

ル
の
舌
状

ぢ
び
た

丘
陵
の
東
端
に
あ
つ
てへ
昭
和
ご
十
六
年
八
月
グ
ラ
ン
ド

工
事
中
発
見
さ
れ
た0
長

嘘‘

�

径
約
三
百
メ
ー
ト
ル
、

短
径
百
メ
ー
ト
ル
余
の
頂
上
並
び
に
山
版
の
斜
面
全
地
域
に

わ
た
つ
て 、
お
び
た
だ
ー
い
土
器
片
が
散
在
し 、
敷

石
の
逍
楷
六
箇
所、

竪
穴
住
居

跡
十
数
箇
が
あ�
っ
た
が、
大
牛
破
摸
さ
れ 、
辛
じ
て
東
北
の
約
四
分
の
一
が
保
存
さ

れ
て
い
る。
写
真
は
そ
の
調
査
中
の
状
況
で 、
手
前
の
二
つ
は
敷

石
遺
跡、
遠
方
の

黒
色
は
竪
穴
で
あ
る。

，

 

ぷ
遺
跡
か
ら
は 、
第
二
図
4

の
如
き
中
期

9
大
型
の
土
器
が
数
多
く

発
見
さ
れ

た。
2、
た

て

穴

信
夫
郡
水
原
村
日
向
逍
内

安
逹
郡
塩
沢
村
上
原
出
土

安
逹
郡
杉
田
村

東
白
川
郡
絞
川
村
赤
坂
中
野
壇
の
岡
出
土

跡

―-
、

繕

文
式

文

化

，
． 

（
福
島

1、
同石石

第
五
図
版

3 、
中

へや

ノ
' ら ・ り

期

第
一
図
3
の
火
っ
ぽ
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。

全
面
赤
黒
色
に
焼
け
て
い
る
。

瘤
状
突
起
に
注
意°
高
さ
三
九
セ
ン
チ。
（
福
島
学
生
考
古
学
会
発
見
並
復
原 、
委

第
四
図
版

土

ー 、
女
性
土
ぐ
う

四
肢
を
欠
く0

現
在
高
さ
一
六
セ
ン
チ0
か
ぶ
り

物
な
L
o

（
頭
部
上
の
か
ぶ
り・

物
様
は 、
撮
影
の
際
枕
に
し
た
紙 、
製
版
の
あ
や
ま
り

で
あ
る
）
福
島
市
宮
内
富
貴

夫
蔽

2、
中
空
に
つ
く
ら
れ
た
土
ぐ
う

河
沼
郡
上
野
尻
村
西
林
崎
出
土

大
さ
約1-
0
セ
ン
チ
°

下
部
な
し0
腕
は
突
起
状
に
簡
略
化
さ
れ 、
眼
口
の
表
現

が
な
い
異
様
な
土
偶
で 、
腹
部
に
は
会
津
地
方
に
み
ら
れ
る
纏
文
晩
期
又
は
弥
生
式

の
一
型
式
に
み
ら
れ
る
磨
消
沈
文
が
あ
り 、

全
身
に
朱
を
塗
つ
て
い
る
0

中
空
で
特

殊
な
土
偶
で
あ
る。
（
詳
細
の
論
考
は
福
島
県
の
古
代
文
化
六
一
頁
黍
照。
）
国
立

瞭
物
館
保
管

3 、
土

版

辱

嗜

鱈

晶
畔

咤

左
は
長
径
I

I

セ
ン
チ
の
亀
甲
型
で
中
空0
写
巣
の
通
り

上
部
に
田
形
の
穴
一
ケ

下
部
の
直
線
を
な
す
底
部
に
一
ケ
穴
が
あ
り 、

衷
面
に
も
同
様
な
へ
ら

容
の
沈
文
が・

あ
る。
（
同
村
安
逹
富
七
所
蔵）

右
は
I

部
欠
失
L
て
い
る
が 、
ほ
ぼ
原
形
を
保
つ
て
い
る
0

長
径
八
セ
ン
チ0
上

方
に
人
物
の
顔
面
の
様
式
化
L
た
文
様
が
あ
り
0

中
央
の
沈
線
の
左
右
相
対
に
渦
巻

文
が
あ
る。
（
同
郡
大
山
村

高
橋
丑
五
郎
所
蔽）

器
偶
•

土

器

2 、
中

期

土

器

伊
逹
郡
立
子
山
村
字
入
川9
長
さ―i
O
•

三
セ
ン
チ

信
夫
郡
水
原
村
宇
輪
台°
九
セ
ン

チ

伊
逹
郡
湯
野
村o
-
0
セ
ン
チ

類 版

安
達
郡
杉
田
村
南
杉
田
字
長
者
宮
出
土

ー 、
鱈

期

土

器

第
二
図
版

（，
丹
野
恵
治
氏
畑）

4、
貝
塚
の
人
骨

相
馬
郡
駒
ヶ
嶺
村＝一
貫
地
貝
塚

常
磐
線
駒
ケ
嶺
駅
よ
り

東
方
ニ
キ
ロ
に
あ
る一一一
貫
地
貝
塚
は、
昭
和
二
十
六
年一
1
-

月
下
旬
よ
り

四
月
に
か
け
て 、
日

本
考
古
学
協
会
縄
文
文
化
編
年
委
員
会
を
中
心
と

し 、
当
教
育
委
員
会 、
村
共
催
で
行
わ
れ
た
が 、
加
曾
利
B
か
ら
大
洞
C
の
土
器
を

伴
つ
て
多
く
の
骨
角
器、

石
毎
土
製
品
が
発
見
さ
れ 、
人
骨
五
十
余
（
う
ち
完
成

の
人
骨
二
十
余）
家
犬
等
が
検
出
さ
れ
た。
写
実
は
A
ト
レ
シ
チ
の
人
骨
℃ 、
一
種

の
屈
葬
体0
肋
骨 、
背
柱 、
四
肢
骨
に
い
た
る
ま
で
完
全
で
あ
り、

犬
歯
の
抜
歯
が

み
ら
れ
る。

認
さ
れ
な
い

。
縄

文

式

土

器

信
夫
郡
ホ
原
村
宇
輪
台
出
土

第
一
図
3
の
日
向
逍
内
遺
跡
と
平
行
し
て
い
る
丘
陵
よ
り

発
見
さ
れ
た。
地
下
八

0
セ
ゾ
チ

、
一
面
に
焼
土
の
層
が
あ
り、
く
る
み 、
く
り

及
び
竹
類
の
炭
化
物
と
共

に
出
土
し
た
0

高
さ
一
六
•

五
セ
ン
チ
の
鉢
形
土
器
で
あ
る
0

け
つ
状
耳
飾 、

石
七

を
伴
出
し
た0

(
県
教
育
委
員
会
保
管）

大
正
十
二
年
束
北
本
線
杉
田
駅
西
南
の
丘
陵
か
ら
発
見
さ
れ
た。
当
時
底
部
も
存

し
て
い
た
が
今
失
う。

現
在
高
さ
四
一
セ
ン
チ、
中
期
土
器
の
代
表
的
な
も
の
で
日

本
的
に
誇
り

得
る
優
品
で
あ
る。（
所
有
者
杉
田
村
郷
土
研
究
会 、
委
員
会
保
管）

信
夫
郡
水
原
村
日
向
逍
内
出
土

伊
逹
郡
大
枝
村

L 

軍＿
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，U,

た
及
ば
な
い
破
片

一
製
式
で
あ
る。
i
1一
分
の’
一

畠
福
島
県
北
部
⑦
特
殊
な
弥
生
式
の，

冷
g̀

t9

で
あ
る
の
で、
羹
彦
が
明
で
な
い。
現
在
高
さ
一
三
セ
ン
チ。
0

大
田
小
学
校
蔵、

、、
委
頁
全
保
管）

，

 

：
第
八
図
版‘森
弥
生
式
遺
跡
と

遠
物

'
・

出
土

ー｀
北
会
津
郡
門
田
村
南
御
山
字
中
丸

．．
南
御
山
式
と
い
わ
れ
る
土
器
群
の
一
で
あ
る

0

野
沢
式
の
系
統
を
ひ
き、
桝
形
式

天
王
山
式
と
共
に
東
北
地
方
の
最
古
の
形
式
で
あ
る。
口
緑
部
を
か
く

長
く
び
壺
形

一

チo
（
明
沿
大
学
考
古
学
教
室
蔵）
若
松
市
栄
町
芳

土
器
で
あ
る
9
現
在
ニ
―
七
ン

瑣
蒻盃
所
蘊
品
に
優
れ
た
も
Q
が
あ
る。

．

｀
，

I

2 、
大
沼
郡
宮
下
村
字
桑
ノ
原

・

い
わ
ゆ
る
接
紬
式
と
い
わ
れ
念
縄
文
士
器
が
弥
生
式
文
化
の
影
審
を

受
け
た
も

0
（
白
河
高
等
学
校
裁）

の
の
一、
例
で
あ
る

相
馬
郡
大
野
村
椎
J
木
新
城
山

3、ヽ
禰
生
式
た
て
穴

新
城
山
に
は
方
墳
を
中
心
と
す
る
国
墳
群
が
あ
り 、

附
近
に
竪
穴
が
多
い。
写
真

大
学
桜
井
清
彦
氏
の
調
査
に
な
る
竪

は
そ
の
一＂つ
で、
昭
和
二
十
六
年
八
月
早
稲
田

チ、
不
整
形
四
角

ー
ト
ル
X
四
・

三
メ
ー
小
IP ‘
壁
高
五
0 、
セ
ン

塁、
三
•
八
メ

の

竪穴
で、
中
央

員

吾0'セ
ン
チ、
内
外
積
石
の
炉
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
あ
り 、

壁
�

ー 、
白
河
市
天
王
山

出
土

第
七
図
版

二 、

張
生 ，
式

文

化

弥
生

式

土

器

4、
土

製

猪

信
夫
郡
飯
坂
町
小
川
字
穴
田

2、
石

ほ

`― 

石石石同石

七，
^

．
^ 

た横

鏃錘錐型
＇
型

、ク、グ

福
島
市
渡
利
字
上
フ
平

信
夫
郡
ホ
原
村
宇
輪
台

耶
麻
郡
熊
倉

村
獅
正
沢

双
莱
郡
幾
世
梱
村
百
間
沢

北
会
津
郡
湊
村
赤
井

各
地

／ 

稿
村
百
間
沢0
右
上
は
環
状
耳
飾
径＝＝
•

四
セ
ン
チ、
信
夫
郡
平
田
村
昔
坊°
下
ぱ

土
製
の
漏
斗
形
耳
飾、 ｀
相
馬
郡
真
野
村
八
幡
林0

.

3 、
左 、
滑
車
型
耳
飾

朱
彩 ，
径
六
•一「

セ
ン
チ0
中
央，
上
同

下
二
品
漏
斗
形
耳
飾
（
骨
製）

右
岩
版
一
部
欠
失、
長
七
•

五
セ
ン
チ 、
巾
六
セ
ン
チ。 ｀
断
面
楕
囚
形
の
白
亜｛

質
の
石
製°
共
に
相
馬
郡一一一
貫
地
貝
塚
出
土。

、

全
長
約一9
0
セ
ン
チ、 ；
最
大
巾
三
セ
ン
チ°
胴
部
に
平
行
沈
線0
背
部
と
面
部
に

連
点
文
が
あ
る
。

鼻
部
に
猪
属
を
思
わ
せ
る
二
つ
の
鼻
孔
あ
り0

脚
は
極
め
て
短
く

一
部
欠
け
て
い
る。
（
教
育
委
員
会
保
管）

長
さ―-
＝=
•

五
セ
ン
チ
°

類
品
が
耶
靡
郡
翁
島
村
猪
苗
代
湖
底
な
り

発
見
さ
れ
て

い
る0
(
鈴
木
輝
男
保
管）
他
に
h
=＝
類
品
が
あ
る
外、
数
の
少
い
打
製
石
器
で
あ

る。
（
長
沢
幸
四
郎
所
有）

3、
独

こ

石

相
馬
郡
上
其
野
村。
一
八
•

五
セ
ン
チ

右

棒
（
頭
部）

大
沼
郡
宮
下
村
原
谷

4、
打

製

石

斧

同

磨

製

石

斧

伊
逹
郡
牛
田
村
三
本
木 ‘

第
六
図
版

骨
角
器
・

装
身
具
そ
の
他

•

•

‘

ー 、
骨

角
，．

器

相
馬
郡
駒
ケ
嶺
村一二
貫
地
貝
塚

白
洵
市
の
北、
久
田
野
の
天
王
山
（
捩
高
四
0
七
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
か
ら
多
く・

左
よ
り

四
品
は
も
り、

次
五
品
は
針
入
及
び
針°
次
の
上
二
品
は
腰
飾
等°
右
上

三
品
は
従
来
弓
筈
と
い
わ
れ
た
浮
袋
の
栓
で、
栓
口
の
中
に
ふ
た
が
挿
入
さ

れ
て
い

．
の
弥
生
式
土
器、
米、
ク
リ

等
が
発
見
さ
れ
た0
大
き
い
の
は
概
し
て
粗
製
で
高
さ

チ0
.

六
〇
土
ン
チ
余
の
も
の
が
あ
る。
小
さ
い
の
は
精
品
が
多
い0 、
写
真
は
そ
の
一、
つ
の

ィ

冤
そ
の
他
骨
鏃、
釣
針
等。
最
大
の
も
り
の
長
さ
一
五
セ
ン

，

娃
土
器
で 、
東
北
地
方
最
古
ゐ
桝
形
囲
式
平．
行
で
天
王
山
式
と
命
名
さ
れ
て
い‘

＼
 

一
九
セ
ン
チ
q
H
藤
田
定
市
復
原、
委
員
会
保
管）

令
嫡
さ

2、
玉"6
-

.
.

“
器

'

左

含 ｀r，
翌
玉
製
大
喪
岩
漱
郡
大
屋
村
桑
名
屋
敷
出
土
（
岩
競
二
郎
所
蔵）
玄

,
2、．
石
城
郡
勿
来
町
大
字
窪
田
宇
郡

出
土

二
品
サつ
状
耳
飾

0

上
は
信
夫
郡
平
田
村
北
焼
野、
長
径
四
セ
ン
チ、
下
は
残
欠
信

夫
郡
ホ
原
村
宇
輪
台 、
前
期
土
器
に
伴．
う。＇

次主
品9
勾
玉 ，、、
上
は
戻
玉
製
伊
逹
郡

．
巧 、、
に＇
王｀
台
式の
後
期
弥
生
式
土
器
て｀
口
緑
部
を
か
く、

現
在
高
さ
約―-
0
セ
ン
チ
r

99
五｀セ
Z
チ
（
石
田
虎
淫
所
蔵）

＼下
は
双
莱
郡
幾
泄ヤ
9
,バヽ

勿
来
町
鈴
木
勝
夫
発
見。
（
場
本
高
等
学
校
保
管）

‘,

＼

負

塁

斎

哩。
大
竺―-

龍

河
布
天
王
山

．
土
器

ヽ
焼
籾

、
手
頃
の
丸
石
で、
国
形
に
囲
つ
A

た
炉
が
あ．9
た。
径
約
七 ．

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
が

0
セ＇ン
チo

、

支
石

，
丁
（
破
片）
右

相
馬
郡
新
地
村

．

左
，
信
夫
郡
鳥
川
村
八
幡
塚
附
近

ス
レ
f, 鼻ト

質
磨
製
の
石
庖
丁
は
県
内
か
ら
相
当
数
発
見
さ
れ
で
い
る
が、
完
形
品

は
少
心

Or
--
0
セ
ン
チ
内
外

贔

悶、
二
節
の
穴
が
あ
る心
稲
作
の
開
始
さ
れ
た

弥
生
式
文
化
の
農
具
（
鎌） ＇
で

あ
る
が

r、
所
上
よ
っ
て
椰
文
式
晩
期
に
伴
う
こ
と
が

あ
るoo
左
は
現
在
の
大
さ
九
•

五
セ
ン
チ
°

ぷ
な
ぢ
約
牛
分
で
あ
る。

＇

三，、

古

墳

文
．．

 化

｀
＇，

 ．
．

 

第
九
図
版

古

墳
の

形

弐ぃ ＞

ー 、
前
方
後
円
墳
，．
相
馬
郡
原
町
桜
井

·

醤

慧
〇
メ
）

な 、
後

醤
の
巾
約
四
五
メ
ー
ト
ル 、
高
さ

約一
入
•'．

五
メ

ー
ト
ル
の
東
北
地
方
屈
指
の
前
方
後
国
墳
で
あ
る。
後
JIJ
部
が
方
形
ら
し

む
Q
で、

。
前
方
後
方
墳
は
全
国
に
も
稀
で
あ
るg
写
哀
は
前
方

前
方
後
方
墳
と
も
み
ら
れ
る

部
よ
り

写
す。

9

、

、 ‘· 、ヽ
｀
墳
（
史
跡
指
定
甲
塚
国
墳）
石
城
郡
夏
井
村
太
字
荒
田
目
L'
4f

ー， ‘

2、
円

ー
トル
の
典
型
的
な
国
墳
て
封
土
に
老
松が

ー
ト
ル

余、，
径
約一一エ
七
沼

K・

，
渦
さ
八
メ

、
五

8,
＂9
バ

庖

', ， 

頂



古

墳

の

壁

画

指
定
史
跡

泉

崎

横

穴

東
北
本
線
泉
崎
駅
の
東
方
約
ニ
キ
ロ
、

県
逍
に
沿
う
丘
陵
の
傾
斜
面
に
あ
り 、

凝

灰
岩
を
ほ
っ
た
横
穴
で
あ
る
0

昭
和
八
年
十
二
月
道
路
工
事
中
偶
然
に
数
個
の
横
穴

群
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た°
羨
門
は
巾
六
五
セ
ッ
チ、
高
さ
七
六
セ
ン
チ
の
ア
ー

チ

型
で、
そ
の
奥
に
間
口
約一
・

九
五
メ
ー
ト
ル 、
奥
行
約
ニ
・

一
メ
ー
ト
ル 、
高
さ

（
中
央）
j

．
]
ニ
メ
ー
ト
ル
の
宝
形
造
の
玄
室
で
あ
る。
奥
壁
に
近
く
屍
床
を
一

段
高
く

設
け、
底
部
に
水
抜
の
溝
が
あ
る。

①
図
の
12
と
印
し
た
脚
部
の
上
に
坐
る
人
物
埴
輪
で、
朱
彩
を
ほ
ど
こ
L 、
三
角

形
の
先
端
に
鈴
を
つ
けr
放
射
状
に
出
た
飾
り
の
あ
る
天
冠
を
有
し、
肩
ま
で
長
い

美
豆
良
（
み
つ
ら）
耳
飾
が
あ
り 、
両
手
は
手
甲
を
つ
け
て
器
物
を
抱
く

形
状
を
な

L
玉
ま
き
の
太
刀
を
は
き、
安
坐
し
て
い
る。
三
角
形
の
彩
色
を
ほ
ど
こ
L
た
短
甲

七

石
川
郡
浅
川
町
字
背
戸
谷
地
古
墳

よ
う
や
く

墳
丘
を
認
め
る
程
度
の
小
田
墳
の
地
下
式
の
竪
穴
式
石
室
で、
長
さ
一

・
九
メ
ー
ト
ル 、
最
大
巾
六
0
セ
ン
チ
の
板
石
を
も
つ
て
構
成
し
た
粗
合
せ
式
の
小

石
室
で
あ
る0
頭
部
の
ふ
た
石
が
既
に
除
去
さ
れ
て
お
り 、
内
部
に
ガ
ラ
ス
製
小
玉

1一一
粒
の
み
発
見
さ
れ
た0
盗
掘
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る C

第

図
版

第

図
版

埴

輪

ー 、
円
筒
埴
輪、
形
象
埴
輪
の
埋
没
朕
況

石
城
郡
高
久
村
神
谷
作
字
腰
巻

海
岸
に
程
近
い
砂
丘
の
古
墳
で、
形
式
は
朋
で
な
い
が、
埴
輪
の
並
列
状
態
か
ら

前
方
後
国
墳
と
思
わ
れ
る。
国
筒
埴
輪、
人
物、
動
物
（
馬、
鳥）
が
約一
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
で
並
ん
で
お
り

他
に
家
型
埴
輪
が
あ
っ
た
。

2、
天
冠
を
有
す
る
男
子
埴
輪
像

同

所

哀
野
古
墳
第
二
四
号
の
前
方
後
国
の
鞍
部
に
あ
り 、

数
枚
の
自
然
石
の
ふ
た
石
が

あ
り 、

内
部
は
奥
行
約一
メ
ー
ト
ル 、
間
ロ
ニ
・

ニ
五
メ
ー
ト
ル 、
高
さ
約
八
五
セ

ン
チ、
玉
石
を
も
つ
て
構
成
し
て
い
る6
普
逍
の
横
穴
式
石
室
は
奥
行
が
長
く、
そ

の
延
長
し
た
前
方
に
羨
逍、
羨
門
が
あ
る
が、
こ
の
石
室
は
間
口
が
広
く

羨
逍
の
と

り
附
方
は
異
例
で
あ
る0
内
部
よ
り

直
刀、
鹿
角
装
刀
子、
鉄
鏃
及
び
人
骨
が
検
出

さ
れ
た。

4、
組
合
せ
石
室
（
竪
穴
式）

ー
ト
ル 、
二
枚
の
大
き
な
板
石
の
ふ
た
石
が
あ
る
0

内
部
に
朱
色
を
ぬ
っ
た
痕
跡
が

み
と
め
ら
れ
る0
東
北
地
方
と
し
て
は
特
異
な
存
在
で
あ
る。

3 、
横
穴
式
石
室

相
馬
郡
哀
野
村
大
字
寺
内
字
大
谷
地

壁
画
は
奥
壁
即
ち
正
面
に
は、
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
の
或
る
日
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ

ろ
う
か、
主
人
の
騎
馬
人
物
が、
弓
に
矢
を
つ
が
い
て、
耳
（
角）
の
長
い
獣
を
追

い、
そ
の
後
方
に
勢
子
ら
し
い
男
子
四
人
と、
裳
裾
を
つ
け
高
杯
様
の
も
の
を
捧
持

し
て
い
る
三
人
の
女
の
給
が
あ
る0
向
つ
て
右
壁
に
は、
馬
と
飼
料
桶
と
み
ら
れ
る

臼
様
の
も
か 、
左
壁
に
は
鞍
を
お
い
た
馬
を
人
が
ひ
い
て
い
る
様
が一一
頭、
他
に
一

二
頭
の
馬
が
み
ら
れ
る。
こ
の
外
に、
爬
虫
類
の
よ
う
な
も
の 、
左
巻
又
は
右
巻
の

渦
巻、
宜
線、
珠
文
ゃ
田、
三
角
形
を
交
叉
し
た
も
の
か
数
多
く
朱
で
彩
色
し
て
あ

る。こ
の
古
坑
群
か
ら
直
刀、
刀
子、
鉄
製
環
の
副
葬
品
や、
須
窓
器
の
高
杯、
土
師

式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る。

顔
料
（
朱）
を
用
い
て
装
飾
し
た
横
穴
古
坑
は、
わ
が
国
横
穴
中、
類
例
の
な
い

貴
重
な
存
在
で
古
墳
末
期
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る

0

昭
和
九
年
五
月
指
丸 。

（
西
白
河
郡
川
崎
村
大
字
泉
綺）

2、
木

炭

か

く

田
村
郡
守
山
町
正
逍

郡
山
市
の
東、
旧
阿
弐
隈
翡
河
成
段
丘
の
末
端
に
大
古
墳
群
が
あ
る。
そ
の
中

の
国
墳
第
一
0=＝
号
に
は、
木
炭
を
し
含
つ
め
た
屍
床
が
あ
っ
た0
長
さ
五
•
四
メ

ー
ト
ル、
巾一
•

I
J

メ
ー
ト
ル、
周
囲
に
木
炭
を
高
く

盛
り、

低
部
の
府
は
う
す
い

舟
形
で
あ
る。
石
製
模
造
品
と
鉄
製
刀
子、
オ
バ
ー

ル
の
丸
玉
が
発
見
さ
れ
た。

3、
た
て
穴
式
石
室
（
国
墳）

同
町
大
善
寺

天
冠
埴
輪
土
偶
を
出
土
し
た
砂
丘
上
の
古
墳
群
の
南
端
に
あ
り、

墳
形
は
明
で
な

い0
大
正
十
五
年
発
掘
し、
人
体
及
び
繭
刀、
鉄
鏃
等
の
副
葬
品
が
あ
っ
た
と
い
う

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
再
発
掘
を

行
っ
た
時
の
撮
影
で
あ
る0
凝
灰
岩
を
く
り

抜
い

た
も
の
で、
長
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
巾
（
内
法）
一
・

ニ
メ
ー
ト
ル、
高
さ
0•
八
メ

ー、
礫

か

く

相
馬
郡
哀
野
村
大
字
寺
内
字
八
幡
林

[

莫
野
古
墳
群
四
九
号
墳
（
国
培）
で
長
さ
三
米
五
0‘
巾
四
0
セ
ン
チ、
手
頃
の

礫
を
も
つ
て
つ
く
り 、

東
に
や
や
傾
向
し、

古
墳
文
化
前
期
に
属
す
る
舟
形
棺
の
形

式
を
も
つ
て
い
る。
内
部
か
ら一
八
図
版

①
の
石
製
模
造
品
が
発
見
さ
れ
た。

鮫
川
に
臨
む
丘
陵
上
に
前
方
後
国
坑、
国
坑
群
が
あ
り、

そ
の
う
ち
田
坑
の
横
穴

式
石
室
内
か
ら、
大
正
＝＝一
年
地
主
赤
津
氏
に
よ
り

発
見
さ
れ
た0
長
さ
約
ニ
メ
ー
ト

ル、
巾
約
四
四
セ
ン
チ、
高
さ
約
五
0
セ
ン
チ、
二
十一
脚
が
あ
り、

中
か
ら
直
刀

玉
頸
が
発
見
さ
れ、
国
立
博
物
館
及
び
赤
津
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る 。

棺
は
今
破
損
し、

公
民
館
伍

味
管
L
て
い
る
。

写
哀
は
発
見
当
時
の
撮
影
で
あ
る

東
北
地
方
唯一
に
し
て、
陶
棺
出
土
の
北
限
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

2、
石

棺

石
城
郡
高
久
村
神
谷
作
字
腰
巻

＇

福
島
市
大
字
岡
山
宮
田
か
ぶ
と
塚

国
墳
の
封
土
を
除
く
と
横
穴
式
の
石
室
が
あ
り、

羨
門
と
い
う
入
口
が
あ
っ
て、

ざ
J

に
ふ
た
石
が
あ
る0
加
工
し
た
切
石
で
作
っ
た
石
桂、
台
石
が
あ
る。
そ
れ
に

方
形
の
切
石
の
ふ
た
が
あ
り、
こ
れ
を
除
く
と
長
裡
四
メ
ー
ト
ル、
最
大
巾一
・

八

，メ
ー

ト
ル
の
玄
室
が
あ
っ
た。
写
真
は
側
壁
の
積
石
と、
羨
道
の
石
積
が
よ
く
み
ら

れ
るP
後
期
の
円
墳
内
部
で
あ
る。

第
十
図
版

古

墳

内

部

甲
塚
国
墳
西
方
の
山
地
に
千
五
穴
と
い
う

大
横
穴
群
が
あ
り、

そ
の
一
連
と
し
て

本
村
に
も

横
穴
が
群
在
L
て
い
る。
写
真
は
そ
の
一
つ
で
あ
る。

4、
円
墳
肉
の
石
室
入
口

4、
横
穴
古
墳
（
入
口
の
楷
造）

西
白
河
郡
吉
子
川
村
大
字
二
子
塚
西
内

阿
武
隈
川
上
流
に
臨
む
丘
陵
南
面
に
横
穴
数
箇
が
開
口
L
て
い
る
0

図
は
入
口
の

楠
造
を
示
し、
土
砂
を
除
く
と
高
さ
約
九
0
セ
ン
チ‘
巾
五
0
セ
ン
チ
の
入
口
に
五

箇
の
自
然
石
を
も
つ
て
穴
を
ぷ．沼
ぎ、
そ
の
奥
に
一
枚
石
の
ふ
た
石
が
あ
り、

内
部

に
短
形
の
玄
室
が
あ
っ
て、
人
骨
八
体
の
合
葬
体
が
あ
っ

冷
他
に
副
葬
品
な
Lo

隣
の
横
穴
よ
り

は
崖
刀、
鉄
釧
が
発
見
さ
れ
て
い
る。

第
一
―

図
版

石

室
・

棺

ー 、
陶

棺

石
城
郡
植
田
町
大
字
後
田
字
源
逍
平

あ
る。
大
正
十
二
年
史
跡
と
し
て
指
定。

3、
横

穴

石
城
郡
高
久
村
大
字
神
谷
作
字
腰
巻

六

正
直
古
墳
群
の
更
に
北
東
の
丘
陵
た
あ
り、

か
つ
て
封
土
（
阿
墳）
が
あ
っ
た
が

何
時
の
頃
か
除
去
さ
れ
て、
畑
の
地
表
下
に、
若
干
加
工
l
た
石
を
組
合
せ
た
石
室

が
あ
り、

板
状
の
ふ
た
石
四
枚
が
あ
る。
内
部
に
人
骨
の
外
に
龍
刀、
鉄
鏃、
骨
鏃

が
出
土
L
た

0

長
さ
二
米二
五、
最
大
が
1ハ
ニ
セ
ン
チ°
丸
印
は
骨
鏃
を
示
す。



4、
金
銅
製
環
頭
式
柄
頭

田
村
郡
守
山
町
大
字
山
中
字
枇
杷
沢

正
直
古
墳
群
の
最
東
端
に
あ
る
国
墳
で、
座
穴
式
石
室
の
内
部
か
ら
須
恵
器、
勾

玉、
紡
錘
車
と
共
に
発
見
さ
れ
た

0

五
・

八
セ
ン
チ
x
四•
五
セ
ン
チ
の
小
さ
な

九

3、
わ
ら
び
手
刀

長
さ
四
0
•

五
セ
ン
チ0
信
夫
郡
平
田
村
大
字
平
石
ア
カ
ン

べ
。

古
墳
の
形
式
は
不
朋
人
骨
の
入
っ
た
須
恵
器
を
伴
つ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
の

で、
恐
ら
く

火
葬
墳
で
あ
ろ
う °

福
島
附
近
の
わ
ら
び
手
刀
は、
墳
丘
の
小
さ
い

簡
素
な
も
の
で、
古
墳
最
末
期
で
あ
ろ
う
。

（
同
村
第
二
小
学
校
保
管）

鉄
斧
は、
伊
逹
郡
大
田
村
金
原
田
字
高
野
の
石
室
の
な
い
墳
丘
よ
り

直
刀、
土
師

器
と
共
に
出
土0
県
教
委
識
大
さ
一
0
・

ニ
セ
ン
チ。

桂
甲
小
札、
双
葉
郡
標
葉
町
清
戸
迫
横
穴
出
土0
七
セ
ン
チ
X
二
ぃ

九
セ
ン
チ
。

鉄
製
よ
ろ
い
の
断
片
で
あ
る0
鉄
製
椎
頭
太
刀
を
伴
う

2、
環
頭
太
刀
（
部
分）

石
川
郡
泉
村
中
古
墳0
昭
和
二

十
五
年
二
月、
大
楊
磐

雄
博
士
溌
掘0
阿
武
隈
考
古
館
蔵

第
二八
図
版

武

具

類

ー、
直

刀

相
馬
郡
真
野
古
墳

下
の
も
の
国
頭
柄
頭
太
刀。

安
積
郡
大
槻
町0
長
さ
六
・

七
セ
ン
チ°
松
井
元
所
蔵

石
城
郡
錦
町
山
ノ
上
古
墳

左
八
点
共
に
骨
製
鏃
で、
最
大
の
も
の
長
さ
一
五
？

四
セ
ン
チ、
巾一
・

一
セ
ン

チヽ
厚
さ
0•
五
セ
ン
チ0
右
端
の
尺
度
形
骨
製
品
は、
用
途
不
朋
で
あ
る°
長
さ

一
四
・

三
セ
ン
チ0
巾
ニ
セ
ン
チ0
厚
さ
0
a

五
セ
ン
チ0
上
端
に
「
十一
」
の
文

字
様
の
陰
刻
が
あ
る0
天
冠
金
具
と
共
に
発
見。
（
文
化
財
保
聰
委
員
会
所
有）

4 ‘
鐵
斧・
桂
甲
小
札

第
一
七
図
版

ー、
鏃片尖

p

同銅

2、
銅

3、
骨

ぞ ぞ 鏃

く く

左
よ
り

六
窓
透
彫
鍔

長
径
八•
五
セ
ン
チ°
安
積
郡
大
槻
町（
同
町
訟
井
元
所
蔵）

宝
珠

型
鍔
並
鞘
金
具

福
島
市
岡
山
源
氏
山
古
墳。
．（

鹿
島
神
社
所
裁）

管

玉

安
積
郡
大
槻
町

銀

製

千

玉

銀
杏
の
実
に
似
て
中
空0
石
川
郡
浅
川
町
古
語
宮

金

環

耳
飾、
径
ニ
・

八
セ
ン
チ0
伊
逹
郡
柱
沢
村

3、
鈴

釧

安
積
郡
大
槻
町

径一
0
セ
ン
チ
（
松
井
元
所
蔵）

釧

石
川
郡
浅
川
町

径
七
・

ニ
（
浅
川
町
公
民
館）

共
に
青
銅
製
の
腕
輪
で
あ
る。

4、
金

銅

製

舘

根 匁 ぞ

型 型 型 型 <
武

具
・

馬
左
よ
り

相
馬
郡
真
野
古
墳0
長
さ
一
・

七
五
セ
ン
チ

田
村
郡
守
山
町
大
善
寺

伊
逹
郡
森
江
野
村
塚
ノ
目

相
馬
郡
真
野
古
墳0
長
さ
八
セ
ン
チ

具

双
魚
侃
と
共
に
出
土
し
た
鉄
製
の
柄
頭
で
あ
る
0

小
さ，い
方
は
刀
子
の
鹿
角
製
柄

で
あ
る
。

ー一
莱
文
で
刀
身
は
約
二
尺0
(
所
有
者
香
西
掛一
）

5、
円
頭
式
柄
頭
と
鹿
角
柄
鐵
刀
子

相
馬
郡
真
野
古
墳

第一・
四
図
版

装

身

具

そ
の
日

ー、
2、
金
銅
製
双
魚
倶

相
馬
郡
爽
野
村
大
字
寺
内
字
大
谷
地

葵
野
古
墳
第
二
0
号
前
方
後
国
墳
の
鞍
部
（
＜
び
れ
部）
に一ー一
メ
ー
ト
ル
XI
―
-

•

五
メ
ー
ト
ル、
深
さ
一
・

三
メ
ー
ト
ル
の
礫
を
積
み
軍
ね
て
構
成
し
た一
種
の
横
穴

式
石
室
を
模
し
た
か
く
が
あ
り、

内
部
よ
り、

土
師
器、
直
刃、
鉄
ほ
こ、
鉄
鏃、

馬
具
等
と
共
に
発
見
さ
れ
た。
二
品
大
さ
が
異
り、
1

は
や
や
小
さ
く

復
原
の
大
さ

約一
九
セ
ン
チ。
2
は
約
二
0
セ
ン
チ
と
み
ら
れ
る°
絹
織
物
と
推
定
さ
れ
る
も
の

と、
不
朋
の
繊
維
が
残
っ
て
い
る
が、
腰
飾
り
と
し
て
懸
垂
す
る
布
地
で
あ
ろ
う
。

魚
侃
と
し
て
知
ら
れ
る
千
葉
県
木
更
津
（
大
揚
磐
雄
博
士
検
出）
出
土
よ
り
も

完

全
で
あ
り、

工
芸
技
術
と
し
て
も

筏
れ、
朝
鮮
系
の
文
化
が
東
北
地
方
に
入
っ
て
い

2 、
玉

左
上
よ
り

1
i》サ切勾ヽJ

 
ー

斥
よ
り

玉

石
川
郡
浅
川
町
古
語
宮
古
墳0
長
四
•

l

セ
ン
チ

子

玉

福
島
市
岡
山

0

長
さ
ニ
・

七
セ
ン
チ

玉

福
島
市
烏
谷
野

玉

ガ
ラ
ス
製°
相
馬
郡
真
野
古
墳

小
さ
な
国
墳
よ
り
出
土0
鋸
歯
文、
連
点
文
あ
り、

素
紐
の
坊
製
鏡
で
あ
る
0

径

七
•

三
セ
ン
チ。
（
同
所
石
田
虎
沿
保
管）

類

4、
き

像

埴

輪

石
城
郡
高
久
村
神
谷
作
古
墳

頭
部
の
大
さ
一
四
セ
ン
チ、
胸
部
以
下
を
失
う。
み
つ
ら
を
欠
き
首
に
玉
飾
が
あ

る。
ひ
ざ
ま
づ
い
て
い
る
男
子
埴
輪
で、
唯一
の
脆
像
と
い
わ
れ
る
茨
城
県
行
方
郡

脊
柳
出
土
に
比
し
て
優
る
と
も

劣
ら
ぬ
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る。

3、
女
性
埴
輪
頭
部

相
馬
郡
八
幡
村
坪
田
高
松
山
古
墳

中
村
町
南
ニ
キ
ロ
の
丘
陵
に
あ
る
古
墳
群
中
よ
り

明
治
＝＝一
十
四
年
発
見
さ
れ
た。

斜
巻
状
の
被
物
を
額
に
つ
け、
首
に
丸
玉
と
か
ざ
つ
て
い
る°
頬
か
ら
眼
に
か
け
て

朱
彩
が
あ
る
。

大
さ
約
二
十
一
セ
ン
チ0
(

所
有
者
佐
藤
金
重）

を
着
て
い
る
°

武
装
し
た
貴
人
の
姿
で、
全
国
的
に
優
れ
た
人
物
埴
輪
で、
当
時
の

東
北
地
方
卜

石
城
国
の
古
墳
文
化
の
す
ぐ

れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
稀
有
の
佳
作

で
あ
る
0

人
物
の
高
さ
約
七
七
セ
ン
チ、
台
部
を
合
せ
て
I

メ
ー
ト
ル
余
の
堂
々
た

る
も
の
で
あ
る

0

昭
和
h
+1一一
年
十
二
月
発
見。
（
磐
城
高
等
学
校
史
学
研
究
部
復

原
並
に
保
管）

3、
金
銀
製
天
冠
立
懸

石
城
郡
錦
町
中
田
字
五
十
石
山
ノ
上
古
墳

．

 

常
磐
線
に
近
い
哭
租
化
学
工
場
に
隣
し
て
国
墳
群
が
あ
る0
現
在
完
全
な
も
の
は

一
基
で
あ
る
が、
昭
和
二
年
頃
発
掘
L、
更
に
二
十
五
年
十一
月
再
調
査
を
試
み
た

際、
人
骨
約
八
体
分、
須
恵
器、
刀
剣、
鉄、
骨
鏃、
耳
飾、
玉
類
を
伴
つ
て
天
冠

金
具
が
発
掘
さ
れ
た°
丸
形
の
同
形
の
も
の一一
箇
と、
一
部
欠
失
し
て
い
る
角
形一

箇
計
三
箇
で、
各
々
三
角
形
の
透
彫
と
唐
草
文
が
毛
彫
さ
れ
て
い
る
。

丸
形
は
長
さ

三
セ
ン
チ、
最
大
巾一
0
セ
ン
チ。
角
形
は
長
さ
一
0
セ
ン
チ°
共
に
厚
さ
は
六

ミ
リ
の
金
銅
製
で
あ
る0
出
土
状
況
は
攪
乱
さ
れ
て
い
た
が、
金
糸
と
金
銅の
小
さ

な
管
玉
様
の
も
の、
ガ ，
ラ
ス
玉
が
あ
っ
た
の
は、
頂
上
の
小
穴
に
下
げ
て
あ
っ
た
楔

絡
と
思
わ
れ
る
o

（
文
化
財
保
談
委
員
会
所
有）

第一
五
図
版

装

身

具

そ
の
⇔

ー、
漢

式

鏡

伊
逹
郡
柱
沢
村
所
沢

八

る
よ
い
証
左
で
あ
る0
本
県
の
古
墳
文
化
の
優
秀
さ
を
語
る
稀
有
の
文
化
財
で
あ

る
。

（
県
教
育
委
員
会
保
管）



4、
木
製
鍬、
土
師
器、
く
る
み、
と
じ

猪
苗
代
湖
南
岸
管

川
の
改
修
工
事
中、
水
田
下
ニ
メ
ー
ト
ル
余
の
底
か
ら
発
見
さ

れ
た0
な
ら
の
互
木・
の
幹
を
鍬
先
と
し、
幹
か
ら
斜
に
出
た
小
枝
を
そ
の
ま
ま
柄
と

L
た
最
も
原
姶
型
な
農
耕
具
で
あ
る
0

鍬
の
長
さ
四
五
•

五
セ
ン
チ、
最
大
巾
で八

て
内
黒
の
土
師

セ
ン
チ。
最
大
厚
七
セ
ン
チ
柄
の
長
さ
六
五
セ
ン
チ。
こ
れ
に
伴
つ

器
皿
と、
く
右
み、
と
じ
の
実
等
の
植
物
性
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。

（
同
村
宗
像
彦

寿
保
管）

安
積
郡
福
良
村
字
五
斗
蒔
田

彗

委
師
器
底
部
に
十
箇
の
小
穴
か
あ
る
。

内
部
に
炭
化
し
た
米
が
多
数
入
っ

0
大
さ
―
――
セ
ン
チ。

ぐ
器
の
こ
と
で
あ
る

て
い
冤
こ
L
き
と
は
米
飯
迄
か
し

（
阿
武
隈
考
古
館
所
蔵）

＇

2t ．
蟷

と
」
ま

相
馬
郡
上
真
野
村
小
池

-
7、
く
つ
わ•
鏡
一
板

真
野
古
墳
の
一
部
を
な
す
小
池
原
開
猿
地
に
あ
る
第
八
号
田
墳
出
土
品
で
あ
る。

馬
鐸
は
三
箇
あ
り
。

同
型
で
大
さ
―
ニ
セ
ン
チ
o

（
一
箇
は
福
浦
村
渡
部
睛
雄
保
管

魯
慶
応
義
塾
大
学
史
学
研
究
室

。

雙
璽
珠
は
渡
部
氏
保
管）．

第
尺
晨

ー 、、
石
襲
模
造
品

左
よ
り

槽、
鎧、
小
玉、
斧
頭、
刀
子、
鎌、
第一
〇
図
版
0
の
礫
か
く
内
よ
り

発
見0
糟
の
大
ざ
約
一
六
セ
ン
チ
。

2(
車

郡
山
市
附
近
出
土

八
•

五
x
六
•

-11
セ
ン
チ0
(
田
寿
寺
新
国
西
新
所
蔽）
上
ご
箇
は

石
製
模
造
品

の
鎧
と
側
で
あ
る。
（
伊
逹
郡
森
江
野
村
塚
ノ
目
出
土）

．

西
白
河
郡
小
野
田
村
大
字
下
野
国
島
横
山

伊
達
郡
上
保
原
村
高
子

8 、
子

持

耕
地
内
の
小
盛
土
よ
り

発
見°
附
近
に
弥
生
式
土
師
器
破
片
出
土
L
て
い
る
。

（
同
村

大
津
正
栄
保
管）

4、
土、
製
模
造
品

奇
砦
怪

石
乱
立
し
た
墳
丘
様
の
小
山
の
鷲
か
ら
出
土
す
る
。

ほ
こ、

襲
玉、
勾

玉
を
模
し
た
も
の
の
卜、

こ
の
長
さ
八
セ
ン
チ0
祭
祀

用
と

）

土、

ー 、
長．

V

直
71、
土
師
器
を
伴
由。

天
冠
を
出
土
し
た
円
墳
よ
り

二
箇
出
土0
高
さ
約
1

f

七
セ
ン
チ
。

（
ら
書
の
波
状

丈
が
あ
る
。

横
穴
式

石
室
よ
り

直
刀、
耳
環、
釧
等
と
共
に
出
土
し
た
0

高
さ
一
三
セ
ン
チ 、

ク
カ
ッ
キ
と
い
う
よ
り
は
「
台
付
マ
9

」
と
い
っ
た
方
が
よ
い
0

(
福
島
学
生
考
古

学
会
保
管）

石
城
郡
内
郷
町
高
坂
字
三
本
杉

佳
居
跡
か
ら
発
見。
一
部
か
け
て
い
る

。

第
二
〇
図
版

石
城
郡
錦
町
土
ノ
山
古
墳

双
莱
郡
概
葉
町
那
山

土

師

器

と

米

（
内
郷
郷
土
研
究
会
菊
池
康
雄
蔵）

（
県
教
委
蔵）

相
馬
郡
真
野
古
墳

祭
祀
用
模
造
品

同

6、
雲

珠

同

5、
罵

縁

ー 、
籾

伊
逹
郡
伊
達
崎
村
上
郡
舟
楊

、
口
縁
部
が
I

部
か
け
て
い
る
土
師
器。
高
さ．「
四
セ`
ン
チ
0

粒
の
圧
痕
I

箇
が
上

方
に
園
着
し
て
い
る
。

現
在
阿
武
辰
JII
と
な
fっ
た
住
饂
謳
霰9
9

発
且o（
県
教
委
識）

相
馬
椰
真
野
古
墳

6、
さ

ら 杯

胃
高
さ
一
0
セ
ン
チ
。

口
緑
部
が
欠
失
し
て
い
る
。

5ヽ

高

4 、
平

（
伝）
福
島
市
鳥
谷
野
古
墳

8、
長

く

び

壺

2、
壼

福
島
市
鎌
由
天
神
平

高
さ
一
九
•

l

l

セ
ン
チ
0

(
同
所
佐
藤
正
旧
識、
月
輪
小
学
校
保
管）

び

壼

西
白
河
藁
金
山
村
高
木
古
墳

（
同
村
郵
便
局
長
藤
田
氏
蔵、
岩
越ー一
郎
撮
影）

1

0

 



,. . . . . . . . . . .. .. . . . . . . . . . . . .  : 

i 転載 し た い時は ；
； 発行人に御連絡 ；
； 下 さ い
\ . . . :..�.�:. ...... . . . . . . . . ! 

福
島
市
陣
揚
町
六
二

小

浜

印

刷

株

式

会

蝉

小

浜

寅

印
刷
人

発編
行集
人兼

あ

と

が

き

一、
こ
の
報
告
書
は、
主
と
し
て
終
戦
後
県
下
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
優
れ
た
埋
蔵

文
化
財
の
写
真
を
集
録
L
た
も
の
で
あ
る。

一
、

こ
れ
ら
の
覇
査
に
つ
い
て
は、
県
文
化
財
調
査
委
員
岩
越
二
郎
氏、
渡
部
睛
雄

氏
並
び
に
県
下
の
考
古
学
研
究
団
体、
研
究
家
の
手
に
な
っ
た
も
の
が
多
い。

一
、

中
央
で
は
文
化
財
保
護
委
員
会
の
斎
藤
忠
氏、
国
立
博
物
館
考
古
課
長
八
幡一

郎
氏、
東
京
大
学
山
内
清
男
氏、
鈴
木
尚
氏、
慶
応
大
学
の
清
水
潤＝＝
氏、
江
坂

輝
弥
氏、
明
沿
大
学
の
後
藤
守
一
氏、
杉
原
荘
介
氏、
国
学
院
大
学
大
揚
磐
雄
氏

東
北
大
学
伊
東
信
雄
氏
並
び
に
各
大
学、
研
究
所
の
先
生
方
の
御
指
導
を
得
て ．
ぃ

゜

る
「、
写
真
は
主
と
し
て
編
者
の
撮
影
に
な
る
が、
前
記
の
先
生
方、
植
田
町
の
長
谷

川
辰
雄
氏
並
び
に
福
島
市
川
口
写
真
館
本
田
一
氏
の
犠
牲
的
援
助
に
よ
っ
た。

一
、

以
上
協
力
下
さ
っ
た
各
位
に
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る。

一
、

本
書
を
第一
集
と
Lて、

逐
夭
続
刊
す
る
予
定
で
あ
る0
研
究
資
料
と
し、

教

材
用
と
し
て
稗
益
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
望
外
の
幸
で
あ
る。

昭
和
二
十
七
年――一
月
十
日

福
島
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

昭
和
二
十
七
年＝＝
月
二
十
日

印
刷

昭
和
二
十
七
年
三
月＝＝
＋
H

発
行

非 iI 

賣 i
晶 ］， 

福
島
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

社
会
教
育
主
事

梅

宮

茂
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